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(57)【要約】
燃焼前に燃料を処理する装置は、処理する燃料の通路（
３）と、内部を通る燃料に接するよう通路（３）内に配
置される光触媒（５）と、触媒（５）を照射するための
電磁放射発生源手段（７）と、燃料が受ける磁界を提供
するための磁場発生源手段（４）と、を備える。本装置
により、エンジンは、出力を向上できるとともに低回転
数で大きなトルクを発生できる。



(2) JP 2016-505375 A 2016.2.25

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理する燃料の通路と、
　内部を通る前記燃料に接するよう前記通路内に配置される光触媒と、
　前記触媒を照射するための電磁放射発生源手段と、
　前記燃料が受ける磁界を提供するための磁場発生源手段と、
を備える、燃焼前に燃料を処理する装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、前記電磁放射発生源手段は、使用時に前記通路を通っ
て移動する前記燃料をも照射するよう、前記通路に対して配置される装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の装置であって、前記電磁放射発生源手段は、紫外線を含む電
磁気放射を発するよう動作可能である装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の装置であって、前記紫外線は、１７５～４００ｎｍの範囲に波長を有
する装置。
【請求項５】
　先行の請求項のいずれかに記載の装置であって、前記電磁放射発生源手段は、水銀蒸気
放電ランプ、エキシマーレーザー、ＬＥＤ（発光ダイオード）またはＬＥＤアレイを含む
装置。
【請求項６】
　先行の請求項のいずれかに記載の装置であって、前記電磁放射発生源手段は、前記通路
に沿って延設されている装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の装置であって、前記電磁放射発生源手段は、前記通路の全長にわたっ
て延設されている装置。
【請求項８】
　先行の請求項のいずれかに記載の装置であって、前記通路は、前記電磁放射発生源手段
を取り囲んでいる装置。
【請求項９】
　先行の請求項のいずれかに記載の装置であって、前記磁場発生源手段からの前記磁界が
前記通路内へと達するよう、前記磁場発生源手段は、前記通路に対して配置されている装
置。
【請求項１０】
　先行の請求項のいずれかに記載の装置であって、前記磁場発生源手段は、前記通路の外
部に配置されている装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の装置であって、前記磁場発生源手段は、前記通路を取り囲んでいる
装置。
【請求項１２】
　先行の請求項のいずれかに記載の装置であって、前記磁場発生源手段は、前記通路を取
り囲む電磁コイルを含む装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の装置であって、前記電磁コイルは、時間変動電流をコイルに供給す
るよう動作可能であるコイル駆動回路に接続されており、前記電流は、１００～５００Ｈ
ｚの周波数の方形波信号の態様である装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の装置であって、前記駆動回路によって生成された前記方形波電流は
、前記コイルに沿って交流として流れる装置。
【請求項１５】
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　請求項１２～１４のいずれかに記載の装置であって、前記電磁コイルは、同軸状の二つ
のコイルのうちの一つであり、前記二つのコイルを流れる電流が前記コイルに沿って常に
反対方向に流れるよう前記コイルおよび前記駆動回路が配置されている装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の装置であって、前記二つのコイルは反対方向に巻き付けられている
装置。
【請求項１７】
　先行の請求項のいずれかに記載の装置であって、前記装置は、前記通路内へと延設され
使用時に電流が流れる導電部材を有する装置。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の装置であって、前記磁界生成手段によって前記通路内に生成される
前記磁界によって前記電流が誘導されるよう、前記導電部材が配置されている装置。
【請求項１９】
　請求項１７または１８に記載の装置であって、前記導電部材は螺旋形であり、前記コイ
ルと実質的に同軸状である装置。
【請求項２０】
　請求項１７～１９のいずれかに記載の装置であって、前記螺旋状部材は、回転可能に装
着されて、前記通路内でその軸回りに回転するとともに、前記装置は、前記導電部材を回
転させるための回転駆動手段を有する装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の装置であって、前記通路の外部にある第一結合部材と導電部材に取
り付けられる第二結合部材とを含む磁気リンケージを通じて前記螺旋状部材を駆動するモ
ータを、好適には前記回転駆動手段が有することができ、前記モータによる前記第一結合
部材の回転により前記第二結合部材が対応して回転するよう前記両結合部材が互いに磁気
的に連結されている装置。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の装置であって、前記第一結合部材は、前記通路を取り囲み、前記モ
ータに取り付けられた出力ギアと噛合するギアリングを含む装置。
【請求項２３】
　先行の請求項のいずれかに記載の装置であって、前記光触媒は、前記通路の内面上のコ
ーティングを含む装置。
【請求項２４】
　先行の請求項のいずれかに記載の装置であって、前記光触媒は、前記通路内のラック上
に配置されており、前記ラックは、前記螺旋状部材に取り付けられている装置。
【請求項２５】
　先行の請求項のいずれかに記載の装置であって、前記装置は、前記電磁放射発生源手段
に接する前記通路内に配置される清掃部材を有し、前記清掃部材は、前記電磁放射発生源
手段に対して可動であり、前記電磁放射発生源手段を清掃する装置。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の装置であって、前記清掃部材は、前記ラックを含む装置。
【請求項２７】
　先行の請求項のいずれかに記載の装置であって、前記光触媒は、二酸化チタンを含む装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、燃料（例えば燃料油(fuel oil)）を、燃料の燃焼の前に処理する装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
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　本発明は、内燃機関における燃料の消費に先立って、ガソリンやディーゼル油等の炭化
水素ベースの燃料の処理に特に適用可能である。しかし、本発明は、他の用途、例えば外
燃機関やボイラーのための燃料の処理にも適用可能である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　計算では、内燃機関に供給される燃料の化学的エネルギーのわずか約３８％だけが機械
的出力エネルギーに変換されることが示されている。これは、部分的には、燃料油(burni
ng fuel)からの高エントロピー熱エネルギーがエンジンの機械的出力駆動に変換される場
合に該当する熱力学的制約に起因する。しかしながら、エンジンの効率は、燃料の非効率
的な燃焼によっても低減する場合がある。実際に、エンジンに供給される燃料のエネルギ
ーの３３％は、排気損失として失われ、エネルギーの２９％が熱力学的損失つまり冷却損
失として失われていると考えられている。
【０００４】
　排気損失の大きな割合は、不完全燃焼の生成物、または燃焼工程に対して好ましくない
生成物によって構成されている。そのようないずれのタイプの生成物の例には、一酸化炭
素、炭化水素、窒素酸化物、二酸化硫黄、煙粒子（ある重金属化合物、鉛化合物、黒煙な
らびに油ミスト）およびホルムアルデヒド(methanal)が含まれる。エネルギー放出との関
連と同様、これらの生成物は環境汚染源にもなりえる。内燃機関燃焼におけるこのような
生成物を効率的に低減することにより、燃料効率を大きく向上でき、環境に有害な排出を
削減することができる。
【０００５】
　概して、有害性／不完全内燃機関燃焼生成物を低減し、燃料対出力の効率を向上するた
めに以前から提案され利用されている技術は、いずれも、燃焼効率が向上するように燃料
分子構造を変更する、または、燃焼効率が向上するようにエンジン内に入る空気における
酸素濃度を上昇させる。
　第一のカテゴリーの技術の例には、磁気燃料エコノマイザ(magnetic fuel economisers
)およびナノ燃料エコノマイザ(nanofuel economisers)が含まれ、一方、希土類酸素ブー
スターまたはターボチャージャーは、酸素濃度を上昇させるシステムの例である。
【０００６】
　燃料を前処理するために遠赤外線電磁放射を用いることが提案されている。遠赤外線放
射器は、燃料配管に設置され、一般に３～２０μｍの電磁放射を発する。理論的には、こ
の放射からのエネルギーが燃料における炭化水素分子に作用し、分子結合において共鳴が
生じ、炎赤外光子（fire infrared photons)の運動エネルギーが吸収されることになる。
エネルギーの吸収により、分子レベルそして原子レベルにおいてさえ遷移が生じ、その結
果、燃料における飽和分子鎖(saturated molecular chains)が強制的に壊され、自由電子
を解放し、多数の遊離基が生成され、燃焼効率が向上すると考えられる。しかしながら、
実際には、これらのタイプのアプローチのほとんどが燃料の燃焼を向上しないことを示す
一連の証拠がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第一の観点では、処理する燃料の通路と、内部を通る燃料に接するよう通路内
に配置される光触媒と、触媒を照射するための電磁放射発生源手段と、燃料が受ける磁界
を提供するための磁場発生源手段と、を備える燃焼前に燃料を処理する装置を提供する。
　好ましくは、電磁放射発生源手段は、使用時に通路を通って移動する燃料をも照射する
よう、通路に対して配置される。
【０００８】
　好ましくは、電磁放射発生源手段は、紫外線を含む電磁気放射を発するよう動作可能で
あり、好ましくは、紫外線は、１７５～４００ｎｍの範囲に波長を有する。
　このように、装置において処理される燃料油は、通路において磁界を通って流れると同
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時に、紫外線下で光触媒によって触媒作用を受ける。このプロセスの際に、燃料の高分子
の側鎖(branched chains)が壊れ光分解され、同時に、飽和分子鎖が開いて、いくつかの
イオンを解放して多数の遊離基が生成されると考えられる。燃料におけるアルコールおよ
びフェノールも、水素および水酸化物イオンへと変化でき、硫化物など無機塩類が生成さ
れる。上述したように生成された無機塩類により、続く燃料の燃焼からの好ましくない燃
焼生成物の量を低減される。出願人はまた、本装置が、燃料品質の向上と、燃料が供給さ
れるエンジンの保護と、を両立できると考える。本装置によって光分解された燃料油は、
アンチノック性能により優れ、出力をより大きくできる。本装置によって処理された燃料
は、また、エンジン騒音を低減し、低品質の燃料油の分子安定性(modular stability of 
poor quality fuel oil)を失わせることができる。いくつかの不純物は、どの燃焼反応に
も関係することなく、そのまま放出される無機塩類(inorganic salts)に無機物化(minera
lised)される。本装置は、メタノール(methanol)および自動車の三元触媒コンバータ(thr
ee way catalytic converter)を損傷させる可能性がある他の物質の光分解に、したがっ
て燃焼した燃料からの汚染物質によってコンバータが損傷を受ける可能性の低減に、特に
重要であると考えられる。エタノールを含んでいる低品質の燃料油によって頻繁に生じる
エンジン損傷の問題も、大幅に低減され、または、未然に防止される。
【０００９】
　燃焼速度の増加により、エンジンにおいて消費されるとき、外部燃焼のエネルギーをよ
り大きくかつより集中的に発生させ、したがって、出力の向上とともに低回転数で大きな
トルク（場合によっては１０％）をエンジンが発生できる燃料を、本装置により生産でき
ると考えられる。
　本装置によって処理されたガソリンは、スパーク燃焼エンジン(spark combustion engi
ne)において消費されたとき、放出されるＣＯが４５％少なく、ＮｘＯが７．２％少なく
、ＨＣが２５％少なく、生成されるＰＭ２．５サイズ範囲の粒子（つまり２．５マイクロ
メートル未満）が少ないことが、試験により示された。
【００１０】
　本装置によって処理された燃料油は、また、エンジンシリンダにおける炭素付着の一掃
にも有用となりえ、一方、大きな燃焼効率により、コークス付着の分解を助ける。
　炭素ベースの燃料、例えば油やディーゼル油(diesel)やガソリンの場合には、１７５～
２５３．７ｎｍの紫外線は、有機分子を分解することが分かり、一方、波長２５３．７～
３８０ｎｍの紫外線は、光触媒を活性化させ、したがって、活性酸素および水酸化物イオ
ン（reactive oxygen and hydroxyl ions)を解放させることが分かった。
【００１１】
　電磁放射発生源手段は、例えば、水銀蒸気放電ランプ、エキシマーレーザー、ＬＥＤ（
発光ダイオード）またはＬＥＤアレイを備えることができる。
　いずれの場合でも、電磁放射発生源手段は、好ましくは通路に沿って、好ましくはその
全長にわたって延設される。
　これにより、電磁放射による燃料の処理が少なくとも燃料が通路を通って移動している
略全時間に行われる構成が容易に得られる。
【００１２】
　好ましくは、通路は、電磁放射発生源手段を取り囲む。
　好ましくは、磁場発生源手段からの磁界が通路内へと達するよう、磁場発生源手段は、
通路に対して配置される。
　この場合、通路における燃料は、磁界、電磁放射および光触媒によって同時に処理され
る。
【００１３】
　好適には、磁場発生源を通路の外部に配置することができる。
　好ましくは、磁場発生源手段は、通路を取り囲む。
　磁場発生源手段は一以上の永久磁石を備えることもできるが、好ましくは通路を取り囲
む電磁コイルを備える。



(6) JP 2016-505375 A 2016.2.25

10

20

30

40

50

　電磁コイルを磁界の源として用いることにより、時間変動磁場を容易に生成できる。そ
して、その結果、燃料をより効果的に処理できると考えられる。
【００１４】
　そのために、電磁コイルを、好適には、時間変動電流をコイルに供給するよう動作可能
であるコイル駆動回路に接続することができ、その電流は、１００～５００Ｈｚの周波数
の方形波信号の態様である。
　好ましくは、駆動回路によって生成された方形波電流は、コイルに沿って交流として流
れる。
【００１５】
　そのような電流によって生成された磁界は、本装置において処理される炭化水素燃料分
子に有益な撹拌効果を与えることになると考えられる。
　好適には、電磁コイルを、好ましくは同軸状の二つのコイルのうちの一つとでき、二つ
のコイルを流れる電流が二つのコイルに沿って常に反対方向に流れるようコイルおよび駆
動回路は構成される。例えば、電流は第一コイルを時計回りに流れ、一方、第二コイルの
電流は、第一コイルと同じ方向から見て、反時計回りに流れることになる。
【００１６】
　好ましくは、二つのコイルは反対方向に巻き付けられている。これにより、これらの電
流特性を、コイルをコイル駆動回路から出力へと直列に単に接続することにより、達成す
ることができる。
　好ましくは、装置は、通路内へと延設され、使用時に電流が流れる導電部材を有する。
　燃料からの無機物(minerals)を分離しやすくする、かつ／または、通路内の磁界の有効
磁束の方向ならびに／もしくは大きさを変更すると考えられる磁界を、この電流により生
じさせる。
【００１７】
　好ましくは、電流が、磁界生成手段によって通路内に生成される磁界によって誘導され
るよう、導電部材が配置される。
　好ましくは、導電部材は螺旋形であり、コイルと好ましくは実質的に同軸状である。
　螺旋状部材は、好ましくは回転可能に装着されて、通路内でその軸回りに回転するとと
もに、装置は、螺旋状部材を回転させるための回転駆動手段を有する。
【００１８】
　通路の外部にある第一結合部材と螺旋状部材に担持される第二結合部材とを備える磁気
リンケージを通じて、螺旋状部材を駆動するモータを、好適には回転駆動手段が備えるこ
とができる。モータによる第一結合部材の回転により第二結合部材が対応して回転するよ
う、両結合部材は互いに磁気的に連結される。
　好ましくは、第一結合部材は、通路を取り囲み、モータに取り付けられた出力ギアと噛
合するギアリングを備える。
【００１９】
　光触媒は、通路の内面上のコーティングを好適には備えることができる。
　追加的にまたはもう一つの選択肢として、光触媒を通路内のラック（棚状部材）上に担
持でき、ラックを螺旋状部材に取り付けることもできる。
　装置は、好適には、電磁放射発生源手段に接する通路内に配置される清掃部材を有する
ことができる。清掃部材は、電磁放射発生源手段に対して可動であり、電磁放射発生源手
段を清掃する。
【００２０】
　清掃部材を、好適には、螺旋状部材またはラックによって構成することができる。
　好ましくは、光触媒は二酸化チタンを備える。
　本発明の第二の観点では、磁力、光触媒および光分解を介してＩＣＥ燃料効率を向上す
るように設計された装置を提供する。装置は、磁界内に位置するとともに、ＩＣＥへの燃
料配管に配置される光触媒通路を形成する本体を有する。配管に沿って、燃料はＩＣＥに
送出される。また、通路は、１７５～４００ｎｍの波長の電磁放射を放射する光源を取り
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囲んでいる。装置はさらに、通路に配置される光触媒と、通路が磁界を受けるよう動作可
能である通路の外側の磁界発生器と、を備える。通路は、燃料配管に接続されるとともに
密封される入口および出口を有する。
【００２１】
　好ましくは、装置はさらに、磁気分布を均一にするよう用いられ、光触媒通路に設置さ
れるスパイラル（すなわち螺旋状部材）を備える。
　好ましくは、光触媒通路は、円形状、スパイラル状、または球状である。
　好ましくは、光源は、ナノ光(nano light)またはブラックライト(black light)の光源
である。
【００２２】
　好ましくは、光触媒は、光源の放射を受ける光触媒通路の内壁に配置される。
　好ましくは、光触媒は、光触媒通路の内部に配置される、または通路の内部と光源の放
射を受ける通路の内壁上との両方に配置される。
　好ましくは、光触媒は、二酸化チタンを含んでいるコーティングとして光触媒通路の内
壁上に形成される、または二酸化チタンを含んでおり、通路の内部に配置されたとき円筒
状となるラックである。
【００２３】
　好ましくは、磁界発生器は永久磁石である、または磁界(magnetic field)は電磁界(ele
ctromagnetic field)である。
　好ましくは、磁気分布を均一にするために用いられる螺旋状部材（スパイラル）は、薄
いアルミシートに被覆された１～２枚の平行な鉄のプレートから構成され、スパイラル／
螺旋形状に形成(formed)または成型(moulded)される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
　本発明を、単なる具体例を用いて、添付の図面を参照して説明する。
　図１は、本発明にかかる装置の第一実施形態の断面図である。
　図２は、光触媒を支持するとともに、図１に示す装置の一部を構成するラックの等角投
影図である。
　図３は、図１に示す装置の一部を構成する螺旋状部材の側面図である。
　図４は、本発明にかかる装置の第二実施形態の断面側面図である。
　図５は、本発明にかかる装置の第三実施形態の断面側面図である。
　図６は、第三実施形態の動作を制御し、また第三実施形態の電磁コイルへ励磁電流を供
給する回路を示す回路図である。
　図７は、第三実施形態の装置の電気モータおよびランプに電力を供給するための回路の
回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　それぞれの実施形態の装置は、磁力、光触媒および光分解を通じてＩＣＥ（内燃機関）
燃料燃焼効率を向上するよう構成される装置を備える。これにより、完全燃焼のために、
燃料がエンジンシリンダへ送り出される前に、磁界、光源および光触媒を通じて燃料を同
時に処理することができる。炭素排出量の低減、環境汚染の軽減、およびエンジン効率の
向上に関して有益であると考えられる。
【００２６】
　装置は、主に光触媒通路から構成される。通路は、磁界に位置し、燃料配管に配置され
、配管の一方の端部から他方の端部へと燃料を送出する。また、通路は電磁放射発生源手
段を取り囲む。電磁放射発生源手段は、１７５～４００ｎｍの波長の電磁放射を放射する
光源を備えている。光触媒は通路内に展開されている。通路が磁界を受けるよう、通路の
外側に磁界発生器がある。通路の入口および出口は、燃料配管に接続されるとともに、密
封されている。磁気分布を均一にするために用いられるスパイラルは、上述の光触媒通路
内で展開される。上述の光触媒通路は、円形状、スパイラル状、または球状である。ナノ
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光またはブラックライトは、１７５～４００ｎｍの光源からの放射を説明するために用い
る語である。光触媒は、光源の放射を受ける通路の内壁に配置される。光触媒を、光触媒
通路の内部に配置する、または通路の内部と光源の放射を受ける通路の内壁上との両方に
配置することもできる。光触媒は、光触媒通路の内壁に配置される、二酸化チタンを含ん
でいるコーティングである。光触媒はまた、二酸化チタンを含んでおり、通路の内部に配
置されたとき、円筒状となるラック上にある。磁界は、永久磁石によって生成され、また
は電磁界である。磁気分布を均一にするために用いられるスパイラルは、１～２枚の平行
な鉄のプレートから構成される。一組のプレートは、薄いアルミシートに被覆され、螺旋
状部材を構成するようスパイラル形状に成型される。
【００２７】
　本実施形態により、完全燃焼のために、燃料がエンジンシリンダへ送り出される前に、
磁界、光源および光触媒を通じて燃料を同時に処理することができる。本実施形態により
、炭素排出量を低減し、環境汚染を軽減し、エンジン効率を向上することができる。
　燃料は、爆燃のためのエンジンへ送出される前に、磁界と１７５～４００ｎｍの光源と
光触媒との作用を同時に受けることができる。磁界、１７５～４００ｎｍの光源および光
触媒は、燃料に同時に作用する。
【００２８】
　ＩＣＥ燃料は、一般に、ペトロル(petrol)、ディーゼル油(diesel)、灯油、エタノール
、ガソリンならびにメタノールのような有機液体、および液化ガス、天然ガスならびにア
ルコールのような有機ガスをいう。これらは、主として有機化合物、例えばアルカン、芳
香族炭化水素、ベンゼン、水酸基(hydroxyl)の混合物である。燃料はすべて、長い炭素連
鎖および重分子を有する有機混合物である。分子が重いほど、粘性である。軽いほど、含
まれる燃焼熱が高く、原子化燃焼(atomization combustion)に優れる。水酸遊離基(Hydro
xyl free radicals)は高エネルギー燃料である。現代の燃焼理論は、有機化合物の酸化が
本質的には遊離基による一連の連鎖反応であることを支持している。燃焼の速度および好
ましくない燃焼生成物の生成は、遊離基が重合する分子鎖の状況に影響される。有機化合
物の分子鎖の長さは、燃焼反応におけるエネルギーのレベルを規定する。フェノールやア
ルコールのような化合物は、燃焼を推進する水素イオンおよび水酸イオン(hydric and hy
droxyl ions)へ分解することができる。金属イオンがない有機燃料は、より高速で、より
完全に燃焼する。無機塩類は、環境を汚染する酸化物を生成し難い。磁界を通り抜ける燃
料は、触媒作用を受け、酸化される。燃料ガス分子鎖は壊れて、水酸遊離基を解放する。
遊離基におけるチオールやチオフェンは水素へと分解し、大量の遊離基および水素を発生
する。遊離基が重合すると、（ポリマー分子運動を行わせる）ブラウン運動が、燃焼速度
を加速する中空管状運動(hollow tubular motion)へと変化する。一方、本願の燃料にお
ける光触媒は１７５～４００ｎｍの光波(light waves)を受ける。触媒は、光からエネル
ギーを吸収し、電子と正孔とのペアを生成する。これらのペア（フォトキャリア(photo c
arriers)）は、表面へと素早く移動し、表面に付着したＨ2ＯおよびＯ2を活性化する。そ
の後、水酸基（－ＯＨ）および活性酸素(Reactive oxygen)（－Ｏ）が生成され、燃焼を
促進する。ペトロル（ガソリン）の燃焼熱は１０，５００ｋｃａｌ／リットルであり、一
方、水素の燃焼熱は２０，０００ｋｃａｌ／リットルである。水素は、点火に必要とされ
るエネルギー量が小さく、ペトロルが必要とするエネルギー量のほんの１／６である。水
素燃焼における炎の移動速度はペトロル燃焼における炎の移動速度より９倍速い。燃料に
水素が加わることにより、炎の速度が加速され、発熱量のエネルギー放出ベース(energy 
release base)が向上する。そして、ハイブリッドガスは、より早く点火し、より速く燃
焼して、エネルギーの浪費および発火事象(fire accidents)から生成される好ましくない
反応物を回避できる。生成された無機塩類は、酸化物の生成を低減し、エネルギーを節約
できると同時に、汚染を軽減できる。
【００２９】
　ＩＣＥ構造設計を変更することなく、各実施形態により、エネルギー放出ベースが向上
し、燃料燃焼を速め、早くかつ強力にエネルギー放出プロセスを完了させるよう燃焼曲線
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が変化し、硫化物のような無機化合物をプロセスにおいて塩類に変化させ、したがって、
環境汚染が軽減される。本解決法の適用により、燃焼曲線が変化し、早くかつ強力にエネ
ルギー放出プロセスが完了することが、実験から支持されている。エンジン騒音が著しく
低減され、また、トルクも大きく向上する。エンジン効率が大幅に増大し、好ましくない
生成物が効果的に低減される。
【００３０】
　図１～図４は、磁力、光触媒および光分解を通じてＩＣＥ燃料燃焼効率を向上させるよ
う設計された装置を示す。使用時において、燃料が、爆燃のためのエンジンへ送出される
前に、磁界と１７５～４００ｎｍの光源と光触媒との作用を同時に受ける光触媒通路３か
ら、装置は主として構成される。
　光触媒通路は、磁界内に位置し、燃料配管に配置され、配管の一方の端部から他方の端
部へと燃料を送出する。また、光触媒通路は、１７５～４００ｎｍで放射する光源を取り
囲んでいる。光触媒は通路３内に展開されている。通路３が磁界を受けるよう、通路３の
外側に磁界発生器４がある。通路３の入口８および出口２は、燃料配管に接続されるとと
もに、密封されている。
【００３１】
　図３を参照して、螺旋状部材６を構成するスパイラルが、磁気分布を均一にするよう用
いられ、光触媒通路３に設置される。これらのスパイラルは、２枚の平行な鉄プレート１
０から形成される。一組のプレート１０は、薄いアルミシートに被覆され、スパイラル形
状に成型される。これらのスパイラルは、触媒通路における磁界を均一に分布させるよう
機能し、磁力下で通路３内における燃料の触媒作用および酸化を促進する。
【００３２】
　上述の触媒通路は円筒状であるが、他の実施形態では、円形状、スパイラル状、または
球状とできる。ナノ光またはブラックライトは、１７５～４００ｎｍの光源７によって発
せられた電磁放射である。上述の光触媒は、光源７の放射を受ける通路３の内壁に配置さ
れるとともに、光触媒通路３の内部に備えられる。より具体的には、光触媒は、二酸化チ
タンを含んでいる、光触媒通路３の内壁上のコーティング５に含まれている。光触媒はま
た、二酸化チタンを含んでおり、通路の内部に配置されたとき、円筒状となるラック９に
塗布される。
【００３３】
　図１に示すように、光触媒通路３は光源７を取り囲んでおり、燃料は光触媒通路を通っ
て流れることができる。透明円形シールドは、通路３内に中心に収容され、光源の形状に
対応している。シールドは、透明円形シールドの中心に光源を収容するチャンバ１を形成
する。通路３の内壁は、二酸化チタンを含んでいるコーティング５を有する。通路３の内
部には、二酸化チタンを担持する円筒状のラック９が設置されている。図２を参照して、
二酸化チタンはコーティングとして円筒状のラック９の外面に塗布される。これにより、
燃料が交わるために(for conversation)光触媒と接する境界が延設される。ミラーコーテ
ィングを、透明な通路(transparent channel)３の外面に、（通路３を取り囲む）磁気生
成器４に、塗布することができ、これにより、直接光と反射光との両方が通路を流れる燃
料に作用することができる。この場合、光分解結果が向上することになる。透明なシール
ドは、耐熱透明材料、例えば耐熱ガラスで形成される。
【００３４】
　図２を参照して、ラック９は略円筒状で、六つの同軸状のリング１２～１７から形成さ
れる。リングは、平行であり、ラック９によって形成される円筒形状の軸の方向に間隔を
空けて配置される。ラック９によって形成される円筒形状の軸に平行に延設される直線状
平行連結棒部材１８～２７を用いて、リングは一体的に保持される。例えば、連結棒部材
１８～２７およびリングは、適当な金属のワイヤから形成することができる。また、連結
棒部材およびリングを、あらゆる適当な手段によって例えば溶接によって一体的に保持す
ることができる。ラック９の全体は、二酸化チタンの光触媒で被覆される。連結棒部材１
８～２７は、任意の隣接するペアの連結棒部材間の角度の間隔が一定となるよう、リング
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の周囲に規則的に配置される。
【００３５】
　図４に示す実施形態において、種々の部材が第一実施形態の部材に対応しており、図１
～３の参照符号に５０を加えた参照符号で示している。図４において、光源およびラック
は簡単化のため省略している。第二実施形態では、螺旋状部材６に対応する部材が備えら
れていないが、代りに、螺旋状に配置された板（ベーン）１１が備えられる。ベーンは、
入口５２と出口５８との間に螺旋状の経路を形成する。
【００３６】
　このように、光源を取り囲み、燃料が流れることができる通路は、光源を囲むスパイラ
ル状通路である。スパイラル状のベーンすなわちセパレーター１１は、燃料が上部に位置
する入口からのみ入ることができ、次に、最終的に底部にある出口に向かう前に、螺旋状
通路の形状に沿って流れるスパイラル状通路を形成するよう、透明な円形シールドに配置
される。このタイプの通路により、磁気、光、および光触媒材と燃料との間の接触を長く
することに役立ち、変換(conversion)時間を長くできる。二酸化チタンを有するコーティ
ングはスパイラル状の通路の内壁に塗布される。円筒状のラックは、通路内に（シールド
１とベーン１１の径方向の内側端部との間で）設置される。
【００３７】
　いずれの実施形態においても、磁界は磁気生成器（４，５４）によって生成される。生
成器を永久磁石または電磁気生成器のいずれかとできる。電磁気生成器はまた磁界を生成
する。これらの例において正負方形波発生器、電力増幅器および電圧調整器を有する電気
制御器によって駆動される磁界生成コイルによって、磁界が形成される。自動車のバッテ
リが制御器を充電（チャージ）し、電気が正の方形波発生器を流れると、１００～５００
Ｈｚの正負方形波が生成される。電力増幅器によって増幅された後に、方形波は磁界生成
器へと供給され、磁界がコイル内に生じる。電源は、電圧調整器を介して透明シールドに
おける光源に電気を供給する。正の方形波発生器、電力増幅器および電圧調整器はすべて
、市販のものを利用できる。これらを従来の回路で置き換えることができるが、用いられ
る回路は、１００～５００Ｈｚの正負方形波を生成する正の方形波発生器を有することが
好ましい。電力増幅器によって増幅され、磁界生成コイルへと供給された後に、方形波は
１００～５００Ｇの磁束密度と等価な磁力を生成することができる。磁気生成器は光触媒
通路の外側に配置される。また、触媒通路は生成器によって生成される磁界内に配置され
る。
【００３８】
　またプログラムされたユニット(programmed unit)は、本願の光源および磁気生成器に
より、ちょうど蓄電池のような変換支援電源回路（conversion-support power circuits)
を提供することができる。ユニットは光源を制御し、変調磁界(modulated magnetic fiel
d)を生成する。電磁気生成器もまた、変調磁界を生成することができる。そのような磁界
は、磁界生成コイルで形成される。自動車蓄電池は、プログラムされたユニットを通じて
１００～５００Ｈｚの正負方形波を発生し、正負方形波を磁界生成コイルへと供給する。
そして、変調磁界が、コイルに誘導される。電源は、プログラムされたユニットを介して
透明シールドにおける光源に電気を供給する。プログラムされたユニットのプログラム制
御ＩＣ回路部材はすべて、市販のものを利用できる。したがって、その細部の繰り返しを
省略する。磁気生成器は光触媒通路の外側に配置される。また、触媒通路は生成器によっ
て生成される変調磁界内に配置される。
【００３９】
　各実施形態ではエンジン燃料入口の近傍に設置されるとともに、対応するエンジンまた
は車両に装着され、磁界生成コイルに磁界を生成させるよう自動車蓄電池に接続されるこ
とになる。入口を通して、燃料はまず、光源を取り囲み燃料を送出する光触媒通路へと入
る。より高いエンジン効率と燃料の節約とを達成するために、燃料は、爆燃のためのエン
ジンへ送出される前に、磁界と１７５～４００ｎｍの光源と光触媒との作用を同時に受け
る。
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【００４０】
　本発明にかかる装置により、完全燃焼のために、燃料がエンジンシリンダへ送り出され
る前に、磁界、光源および光触媒を通じて燃料を同時に処理することができる。本装置は
、炭素排出量の低減、環境汚染の軽減、およびエンジン効率の向上に関する利点を有する
。
　次に図５から図７を参照し、本発明の第三実施形態の装置を説明する。
【００４１】
　この場合、長い低圧水銀放電ランプ３０が、中空円筒状ハウジング３２内に収容される
。中空円筒状ハウジングは金属または他の適当な材料から形成され、三つの部分構造であ
る。両端部が二つのエンドキャップ３６，３８に取り付けられた円筒状本体部３４を有す
る。二つのエンドキャップは、ネジが形成されたコネクタ４０，４２で本体に取り付けら
れている。コネクタは、本体と各エンドキャップとの間に配置される。
【００４２】
　キャップ３６は、装置の入口として機能するホースコネクタ４４を担持する。コネクタ
４４はあらゆる適当な手段によってキャップに取り付けでき、またあらゆる適当な手段に
よってキャップに封止される。コネクタ４４は、キャップ３６を通じてハウジング３２の
内部へと延設される通路４６の一方の端部に形成される。
　ハウジング３２は、ハウジング３２および光源３０と同軸状であり、エンドキャップ３
６からエンドキャップ３８へとハウジングに沿って延設される中空円筒状芯部を収容する
。芯部３８は、非強磁性体から形成され、キャップ３６，３８においてあらゆる適当な手
段によって例えばネジが形成されたコネクタまたは溶接によってハウジング３２に取り付
けることができる。
【００４３】
　芯部４８とエンドキャップ３６，３８との間の液密状態は、Ｏリングシール５０，５２
によって得られる。
　キャップ３６は、ランプ３０の隣接する端部を位置決めするための止まり孔ソケット(b
lind socket)を形成する円筒状端壁３７を有する。
　芯部４８は三つの外向きに延設される環状フランジ５４，５６，５８を有する。三つの
環状フランジは、ハウジング３２の一部３４とともに、１組の軸方向に間隔を空けて配置
された円筒状ラック６０，６２を形成する。円筒状ラック６０，６２は、芯部４８および
ランプ３０と同軸状である。円筒状ラック６０，６２は、対応する同軸状のコイル６４，
６６を収容する。コイル６４，６６のそれぞれは、ラック６０，６２のそれぞれの一方に
巻き付けられる。
【００４４】
　コイル６４，６６は、適当な導電体であり、電磁コイルとして機能する。二つコイルは
、互いに巻き数が同じであるが、ラック６０，６２に互いに反対方向に巻き付けられ、互
いに直列に駆動回路に接続されて、駆動回路からの電流は二つコイルを反対方向に流れる
。このように芯部５４は、コイル６４，６６を支持するためのラックとして機能する。
　エンドキャップ３８は、処理された後に燃料が装置から出ていく出口ホースコネクタ６
８を有する。
【００４５】
　キャップ３８の外側端部(outboard end)は、ネジが形成されたコネクタ７０を有する。
コネクタ７０には、さらに別のエンドキャップ７２が装着される。図５で見て、キャップ
７２は端部が開口しており、ランプ３０の端子７４へのアクセス可能である。ランプ３０
とキャップ７２との間の燃料の漏出は、環状のＯリングシール７６によって防止される。
さらに別の上流側環状のＯリングシール７８がまた、ランプ３０の本体とキャップ３８と
の間に配置されており、キャップ３８からの油の漏出を防止するよう機能する。
【００４６】
　キャップ４８にはまた、（端部から見て）略円形状である装着ラグ８０が配置される。
装着ラグ８０を介して、ＤＣ電気モータ８２が本装置に取り付けられている。ラグ８０は
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、モータが通って延設される開口部８４を有する。モータは、出力シャフト８６を有する
。出力シャフトは、モータの他の部分からラグ８０の反対側へと延設される。出力シャフ
トは、外側に歯が形成されたギアホイール８８に取り付けられている。ギアホイールは、
固定ナット９０によってシャフト８６上に保持される。円筒状のカウエル(cowell)９２の
一部が、ラグ８０とともに、ギアホイール８８を収容するための円筒状のチャンバ９４を
形成する。
【００４７】
　図５に示すように装置を見て、チャンバ９２はその上側領域が開口しており、ギアホイ
ール８８は、キャップ３８に回転可能に装着された外側に歯が形成された環状リング９４
と噛合することができる。環状リング９４は、ランプ３０およびコア４８と同軸状に配置
され、磁気リンケージの第一電磁結合部材を提供している。磁気リンケージを介して、モ
ータ８２は、ラックおよび螺旋状部材アッセンブリ９６をランプ３０の周囲で回転させる
ことができる。
【００４８】
　このために、環状リング９４は、交互に極を入れ換えてリング内に等角に配置される、
複数の径方向に配置された永久磁石（図示せず）を有する。したがって、例えば、径方向
内側の極がＮ極である磁石のうちの一つの側面には、それぞれが径方向内側の極がＳ極と
なる他の二つ磁石が配置される。磁気リンケージの第二結合部材は内側環状リング９８を
備える。内側環状リング９８は、同様な配置の磁石（図示せず）を有しており、ハウジン
グ３２内に装着される。使用時には、モータ８２の動作により、ギアホイール８８が回転
し、次に、リング９４が回転する。その結果、これに対応して、リング９８が、リング間
の電磁結合によって回転し、これにより、リング９８と直接接触する動力伝達装置を必要
とせず、駆動をリング９８へと伝達することができる。
【００４９】
　ラックと螺旋状部材とのアッセンブリは、ハウジング３２の内部の長さの大部分にわた
って延設される。ラックと螺旋状部材とのアッセンブリは、一方の端部でリング９８へ取
り付けられているラック１００を備える。ラックと螺旋状部材とのアッセンブリは、ラン
プ３０を支持し、また、ランプ３０の回りに回転可能である。ラックの全体構造は多くの
部分が、図２に示したラックと同様である。このように、ラック１００は八つの同軸状リ
ング（例えばリング１０２）を有する。ただ、この場合では、これらのリングのそれぞれ
は略円筒状である。図２の連結棒部材の代わりに、ラックの、リングのそれぞれは、ラン
プ３０を支持するコネクタ１０４などの複数の等角に間隔を空けて配置されたブレード状
コネクタを介してその隣接するリングに取り付けられている。これらのコネクタのそれぞ
れは、ラック１００がランプ３０の回りに回転するときランプの表面を清掃するよう、ラ
ンプ３０を支持する。ラック１００の、リング１０２などのリングはまた、この回転の際
に清掃効果を有することができる。切断され螺旋形状へと形成された珪素鋼板から形成さ
れる螺旋状部材１０６は、その複数のリングの外面でラック１００に取り付けられており
、したがってリングと同軸状に、そしてその結果、ランプ３０およびハウジング３２と同
軸状に配置される。
【００５０】
　また、二酸化チタン触媒を、ラック１００のリングの露出外面上に被覆することもでき
るが、特にこの場合、二酸化チタン光触媒はちょうどコーティング１０８として芯部４８
の内面に塗布される。
　図５から分かる通り、コーティング１０８と螺旋状部材１０６の径方向外側表面との間
の空間、およびラック１００の露出部とランプの露出部（つまり常にラックによって覆わ
れない部分）との間の空間は、コネクタ４４を通って導入された燃料が本装置を通って流
れそしてコネクタ６８を通って出ていくことができる通路を提供している。
【００５１】
　本装置を通るその通路において、燃料は、ランプ３０からの紫外線放射を受け、コイル
６４，６６によって生成される磁界を受け、そしてランプ３０から光によって活性化する
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光触媒コーティング１０８の作用を受ける。さらに、コイル６４，６６によって生成され
た磁界は、螺旋状部材１０６内に、それ自体が磁界を生成する電流を誘導する。燃料が受
ける磁界により無機物成分(mineral components)の分離が促進され、このため、無機物成
分は続く燃焼プロセスの妨げにならないと考えられる。本装置の動作の際に、モータ８２
はラック１００と螺旋状部材１０６とを回転させる。上述の通り、この回転は、燃料の処
理を促進すると考えられ、そしてラック１００にランプ３０の外面を清掃させる。
【００５２】
　ランプ３０は、出力が現行モデルにおいて８ワット～１４ワットであり（より高い出力
ランプを採用することもできる）、長さが現行モデルにおいて１０～２０ｃｍである。ラ
ンプの実際の出力および寸法（また装置の他の部分に関連寸法）は、処理される燃料の性
質と、処理された燃料が供給されるエンジンのサイズと、に応じて、実施態様ごとに変更
できる。
【００５３】
　使用時において、コイル６４，６６に、（第一実施形態の装置のように）１００～５０
０Ｈｚの周波数の交流方形波電流が供給される。この電流は、図６に示す回路によって供
給される。この回路は、二つの集積回路ＩＣ２，ＩＣ３の周辺に構築される。集積回路Ｉ
Ｃ２は、参考としてＭＭ３５８　８－ＤＩＰという名称のタイプとでき、ＩＣ３は参考と
してＬＭ２５２５Ａ１６－ＤＩＰという名称のタイプとできる。
【００５４】
　図６に示す回路は、エンジンの始動を示す信号を受信するための入力部を有しており、
エンジンの始動により図６の回路が自動的に起動し、ランプ３０とモータ８２とを作動さ
せ、同じくコイル６４，６６への励磁電流の供給を開始させるよう構成される。
　当業者は、これを達成するためにはその入力を接続するシステムが必要であることを理
解できよう。一例として、車両の燃料ポンプ制御システムが挙げられる。
【００５５】
　図６の回路の作動信号のための入力部は、左上角部分にある、入力Ａである。入力Ａを
介して、図６の回路は図７の回路の入力Ａに接続される。図７の回路は、始動を示す信号
を受信するＤＣ　Ｖ＋端子およびＤＣ　Ｖ－端子を有する。始動を示す信号により、図７
の回路が、作動信号を図６回路の入力Ａへと出力する。
　コイル６４，６６を励磁するための交流電流の出力は、回路の右手側の端子Ｂ２－ＡＣ
　２５ＨｚおよびＡＣ　２５Ｈｚによって出力される。
【００５６】
　図６に示す回路は、図７の回路の端子Ａに接続される端子Ａを有する。図７の回路は、
集積回路ＩＣ４の周辺に構築される。集積回路ＩＣ４を、図の８ＰＩＮの参考としてＩＲ
２５２０Ｄという名称のタイプとすることができる。電力を図７の回路の端子Ａが受信す
ると、図７の回路が起動し、次に、ランプ３０を駆動して、上述の通り、ランプが紫外線
を発する。
【００５７】
　この明細書に添付する表に、回路の種々の部材の詳細を記載しておく。
　他の方法でランプ３０、モータ８２、コイル６４，６６を作動し駆動でき、これを達成
するための適当な回路は当業者には容易に思いつくであろうことは理解されよう。
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【図３】 【図４】
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【図６Ｂ】 【図７】
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